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特別講義I ジャーナリストの視点からみた企業変革 

（Special LecturesI) Corporate transformation by the 

journalist's perspective 
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授業の内容及び方法：次頁以降に記載 

本授業の目的は、受講者自らが経営者や事業部単位のリーダーとしての役割を果たす際に、経

営変革を実践するために重要な「視点」を養うことにある。その視点とは、「聞く力」「話す力」

「まとめる力（文章力、編集力）」を構成要素とする課題発見の視点である。本授業では札幌テ

レビ放送（STV）解説委員が講師となり、道内企業の経営者を題材に、視聴覚教材（実際に放送さ

れた番組のVTR）の視聴や道内の経営者や事業責任者を招いての講話・インタビューを通して、

企業経営における実践的な発想や感覚を汲み取りながら、経営変革のポイントを探る。 

 授業では、各種の教材をもとに、MBAホルダーとして欠かせない「聞く力」「話す力（プレゼン

力）」「まとめる力（文章力、編集力）」を磨く一方、企業経営者（事業責任者）に直接インタ

ビューすることで、企業経営に内在する課題を発見し堀り下げる力、すなわち「視点」を身につ

けるように、インタラクティブな授業運営を基本とする。 

受講者は、毎モジュールで課せられる課題をレポート（事前課題・事後課題）やパワーポイン

ト資料（最終課題）にまとめるとともに、受講者相互によるディスカッションおよび講師からの

論評に供されることを通して、経営変革をみる「視点」を磨き上げることを到達目標とする。 

テキスト： 

「３秒で心をつかみ10分で信頼させる聞き方・話し方」 

（日本テレビ解説委員・小西美穂、ディスカヴァー・トゥエンティワン、2017年）      

参考文献： 

「伝える技法～プロが教える苦手克服文章術」 

（北海道新聞・高田昌幸、旬報社、2015 年） 

成績評価の方法： 

１.課題の提出  事前課題 30％ 事後課題 30％ （締め切り厳守） 
２.授業の参画度 20％ 発言回数に加えて、発言から触発された他の受講者の学習に対する 
 貢献を求める。 
３.最終課題 20％ 企業経営者（事業責任者）に直接インタビュ－し、自らの「視点」から 
 見いだした企業経営上の強みと課題を、パワーポイント資料としてまとめ上げ、発表する。 

履修上の注意事項： 

受講者の人数によっては、モジュール８の講義を延長し、第16時限を行うことがある。企業

経営者のインタビューは、都合により日程や内容を変更することがある。 
また、シラバスに修正すべき点が生じた場合には、シラバスの訂正版もしくはmanabaの掲示

板で告知するので、留意すること。成績評価に不服がある場合には、教務委員会委員長宛に不

服申立書（書式自由）を提出すること。 


